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 三河港湾 
みかわこうわん 

三河港蒲郡ふ頭11m岸壁供用開始記念式典が開催されました 

 三河港の物流拠点としての更なる機能

拡充を目的に、三河港蒲郡ふ頭で整備さ

れている水深-11m岸壁1バース（延長

250m）の完成・供用を記念し、3月

29日（日）蒲郡商工会議所で記念式典

が開催されました。 

 記念式典では、主催者を代表して大村

愛知県知事、稲葉蒲郡市長の挨拶や来賓

の方による祝辞の後、第1船入港セレモ

ニー、テープカットが行われました。 第1船入港セレモニー 

 

 三河港の主要貨物は完成自動車で、三河港臨海部及び周

辺地域には世界有数の自動車産業が集積し、世界屈指の自

動車流通港湾となっています。（輸入では台数、金額とも

22年連続日本一） 

 本岸壁の供用に伴い、近年の船舶大型化に対応するとと

もに、既設の岸壁と併せ2バース体制となることで、入港

船舶の沖待ちが解消され、物流の効率化が期待されます。 

テープカット 

※名古屋税関、三河港振興会より（平成26年） 

蒲郡ふ頭   ※三河港務所より提供 

-11m岸壁 
三河港の自動車輸出台数 約82万台 

蒲郡地区自動車輸出台数 約6万3千台 

蒲郡地区 自動車積出し状況 

■三河港港勢データ■ 

※三河港統計年報より（平成25年） 

輸入 輸出 
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受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00 
      (土・日・祝祭日を除く)                      
     ※一部の地域を除きます。 

海とみなとの相談窓口 

  
 

 
   
           

    
     
          

 

 

 

 
       

 
 

  伊勢湾再生海域検討会が開催されました 

  低炭素社会における産業育成および安全・安心なビークルシティ 

 ３月１０日（火）に「第１４回伊勢湾再生海域検討会」が開催され、各専門部会より報告が行われました。 

 研究ワーキングからは伊勢湾シミュレーターの再現性が向上し実用段階に入った旨の報告があり、活動ワーキ

ングからは環境活動の実績として「なごや環境大学」の実施状況について報告がありました。今後は、研究ワー

キングの成果や知見を活動ワーキングの環境活動などで活用していくべきとの意見をいただきました。 

 当事務所からは三河湾部会の検討状況を報告し、伊勢湾（三河湾含む）再生の取り組みにおいて、浅場・干潟 

 3月10日（火）、豊橋技術科学大学 未来ビークルシティリサーチセンター主催の『未来ビークルシティリ

サーチセンター総括シンポジウム』が豊橋商工会議所で開催されました。 

 未来ビークルシティリサーチセンターでは、「持続的に発展可能な社会」にふさわしいビークルシティの構築

を目指した調査研究活動を行っています。 

講演中の当所所長 鈴木 

●未来ビークルシティリサーチセンター● 

  http://www.rcfvc.tut.ac.jp/ 

会議の様子 

と藻場を一体的に考えるべきとの意見をいただきました。 

 平成２７年度として、研究ワーキングでは、伊勢湾シミュレーターの再

現性の向上や活用に向けたサポート体制の検討を行うことや、活動ワーキ

ングでは、環境共育※を伊勢湾全域に広げることや環境活動促進を図るため

企業や自治体との意見交換会を行うこと等の取り組み方針を確認しました。

また、平成28年度には伊勢湾再生海域推進プログラムの見直しを行い、伊

勢湾再生の更なる推進を図ることを確認しました。 

※環境共育： 

 環境に関心・知識を持ち、市民・学校・行政などが立場や分野をこえて知識・経験・問題意識を持ち寄り共に学びあい成長すること、などを意味する造語 

 今回のシンポジウムは、豊橋技術科学大学の教授らに

よる研究成果の報告や、有識者による講演及びパネル

ディスカッションを通じ、同分野の知見を深めるととも

に、今後の展望に触れることを目的に開催されました。 

 当所所長の鈴木もパネルディスカッションのパネラー

及び話題提供者として参加し、「三河港における自動車

産業の利用状況と港湾整備について」と題し、自動車港

湾としての三河港について講演を行いました。 

 講演後の討論には民間企業や豊橋市など、様々な立場

の方が参加され、環境対策、自動車産業の今後について、

といったテーマに対し、活発な議論が交わされました。 

※なごや環境大学： ■http://www.n-kd.jp/ 

 市民・市民団体、企業、学校・大学、行政が協働でつくる、環境活動のネットワーク 
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